
九州歯科学会総会 

評議員会・学術大会 
 

期 日 

令和 8 年（2026 年） 

6 月 20 日（土） 

～21 日（日） 

 

開催形式 

対面とオンラインによる

ハイブリッド開催 

 

会 場 

講演・ポスター会場（九州

歯科大学講堂、Teams

による配信） 

 

会 費 

正会員：7,000 円 

コデンタル：1,000 円 

学部学生など：無 料 

 

事前参加登録 

令和 8 年（2026 年） 

3 月 1 日から 5 月 31

日 

学会 HP から登録 
 

最新情報はこちら 

 
 
  

九州齒科學會雜誌 

７９巻３号 内容紹介 

総会報告（OT00005） 
奨励賞受賞者コメント

（OT00006） 
 
〈総説〉 
（RV00011）歯科衛生士教員
として求められる研究の展望
と課題~周術期における研究
を通して~（本田尚郁 他） 
 
（RV00012）ラット行動実
験による食品テクスチャー認
知の探索（中富千尋） 
 
（RV00013）インプラント
埋入におけるダイナミックナ
ビゲーションの活用（小谷武
司） 
 
（RV00014）歯科医師が知
っておくべき再生療法の現状
と今後の展望（鬼塚理 他） 
 
〈原著〉 
（OA00006）九州歯科大学
歯学部歯学科新入生の意識調
査における COVID-19の影
響についての検討（福田晃
他） 
 
（OA00007）九州歯科大学
歯学部口腔保健学科新入生に
おける意識調査 -COVID-19
の影響-（黒石加代子 他） 
 
〈臨床報告〉 
（CR00002）下顎歯肉への転
移を契機に発見された肺肉腫
様癌の 1 例（古田功彦 他） 
 
〈トピックス〉 
（TS00012）最新の研究動向
シリーズ（第 4回） 
生体外で味蕾をつくろう（松
山佳永） 
 
（TS00010）研究者・分野紹
介（第 3 回） 
九州歯科大学歯科放射線学分
野における臨床・研究・教育
について（森本泰宏 他） 
 
（TS00011）Tips for Our 
Readers（第 4 回） 
保存不可能な乳歯の抜歯とそ
の後に行う処置について（佐
伯桂） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２０２５年 

１０月２５日 

季刊 

九 州 歯 科 学 会 広 報 

理 事 ： 吉 居 慎 二 

九 州 歯 科 学 会 事 務 局

kds.gakkai@gmail.com 
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九 州歯 科学 会雑 誌事 務局 

kds.zasshi@gmail.com 

森
本
会
長
の
新
方
針
で
は
、

学
内
会
員
だ
け
で
な
く
、
開
業

医
の
先
生
方
も
巻
き
込
ん
だ
学

会
運
営
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
基
づ
き
、
次
年
度
の
学

術
大
会
日
程
の
改
革
が
理
事
会

で
可
決
さ
れ
た
。 

こ
れ
ま
で
は
会
期
二
日
間
に

お
い
て
、
土
曜
日
午
前
中
よ
り

口
演
・
ポ
ス
タ
ー
発
表→

昼
食

→

総
会
・
評
議
員
会→

特
別
講

演
を
行
い
、
日
曜
午
前
中
に
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
う
流
れ
と
な

っ
て
い
た
。
こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
は
、
土
曜
日
に
診
療
を
行 

う
開
業
医
・
勤
務
医
の
方
が
総

会
等
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
ま
た
、
日
曜
午
前
中
だ
け

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
対
面
参

加
が
少
な
い
と
い
う
問
題
が
あ

っ
た
。 

 

そ
こ
で
次
年
度
（
二
〇
二
六

年
）
の
大
会
は
、
土
曜
午
後
か
ら

開
始
し
、
口
演→

特
別
講
演
を

行
い
、
日
曜
午
前
中
か
ら
ポ
ス

タ
ー
発
表→

総
会
・
評
議
員
会

→

昼
食→

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行

う
こ
と
と
な
っ
た
。
元
来
、
事
前

準
備
を
大
会
前
日
の
金
曜
日
夕

刻
よ
り
行
っ
て
い
た
が
、
土
曜 

午
前
中
に
行
い
、
そ
の
ま
ま
開

会
式
へ
と
流
れ
込
む
。
種
々
の

懸
念
事
項
の
指
摘
が
あ
り
、
加

え
て
一
日
に
す
べ
て
を
ま
と
め

て
開
催
す
る
案
も
出
た
。
最
終

的
に
、「
と
り
あ
え
ず
は
こ
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行
い
、
問
題
が

あ
れ
ば
次
々
年
度
に
修
正
す
る

か
、
元
に
戻
す
。」
と
い
う
結
論

に
至
っ
た
。 

懇
親
会
と
昼
食
サ
ー
ビ
ス 

看
板
、
復
活
と
な
る
か
？ 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
改
革
に
加
え

て
、
コ
ロ
ナ
以
前
に
行
わ
れ
て

い
た
懇
親
会
や
昼
食
カ
レ
ー
提

供
、
大
会
看
板
の
設
置
に
つ
い

て
も
検
討
さ
れ
た
。
学
会
を
盛

り
上
げ
る
た
め
に
は
大
会
参
加

者
を
増
や
さ
な
く
て
は
な
ら
な 

で
あ
り
、
営
利
団
体
に
よ
る

論
文
利
用
の
際
に
は
、
本
学

会
か
ら
の
許
諾
が
必
要
と

な
る
。
本
学
会
と
し
て
は
、

著
者
ら
に
よ
る
再
利
用
に

関
し
て
は
一
切
著
作
権
を

問
わ
な
い
方
針
で
お
り
、
掲

載
論
文
に
関
し
て
は
こ
れ

ま
で
同
様
自
由
に
使
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

総
説
・
原
著
の
投
稿
は
増

え
て
い
る
も
の
の
、
症
例
報

告
が
い
ま
だ
少
な
い
。
特
に

若
い
研
究
者
か
ら
の
投
稿

を
お
待
ち
し
て
い
る
。 

次
年
度
九
齒
學
會
大
会 

参
加
し
や
す
い
日
程
へ 

學
會
誌 

次
年

O
A
化 

症
例
報
告
の
投
稿
を 

い
。
格
調
高
く
、
楽
し
い

大
会
を
企
画
す
る
こ
と

で
、
会
員
の
参
加
意
欲
を

高
め
る
意
図
が
あ
る
。 

学
術
常
任
理
事
で
あ
る

古
株
先
生
の
大
学
側
と
の

交
渉
に
よ
り
、
今
年
度
よ

り
開
催
費
用
が
縮
小
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
正
会
員

参
加
費
を
七
千
円
に
増
額

す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま

え
、
企
画
内
容
や
運
営
面
、

担
当
者
を
今
後
検
討
し
、

次
回
理
事
会
に
て
決
定
す

る
見
込
み
で
あ
る
。 

皆
様
の
次
年
度
学
術
大

会
で
の
発
表
と
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
ま
で
も
お
伝
え
し

て
い
る
よ
う
に
、
九
州
歯

科
学
会
雑
誌
の
投
稿
論
文

が
二
〇
二
六
年
１
月
か
ら

完
全
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス

（O
A

）
と
な
る
。 

こ
れ
ま
で
も
実
質
無
料

公
開
と
な
っ
て
い
た
た

め
、
運
用
と
し
て
大
き
な

変
化
は
な
い
が
、
八
〇
巻

一
号
か
ら
論
文
一
ペ
ー
ジ

目
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
コ

モ
ン
ズ
（C

C 
BY
-
N
C

）
が

提
示
さ
れ
る
。N

C

と
は
商

用
利
用
不
可
と
い
う
意
味 

mailto:kds.gakkai@gmail.com
mailto:kds.zasshi@gmail.com


   

九歯大 OB の 43’s 先生による漫画連載第 2 弾 



  

４３‘ｓ先生に激励のＸ投稿を！ネタも募集しています！！ 


